
11月16日～12月15日
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

◎問い合わせ

一般 一般

児
童

児
童

「
義ぎ
れ
つ
と
う

烈
塔
」

都城市立図書館　●休館日／11月18日・23日・25日、12月２日・５日・９日　　　　　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※水曜日は20：00まで開館  
高城図書館　　　●休館日／11月17日・19日・23日・26日、12月３日・10日・15日 　 ●開館時間／９：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
11
月
16
日
㈯　

19
時
30
分
〜

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
11
月
27
日
㈬　

15
時
〜

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
11
月
30
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
11
月
21
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
12
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

か
ち
か
ち
や
ま

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

曽野綾子（著）いきいき㈱（出版）

生き戸惑う中高年に、投げかける爽快
な一言「生きたいように生きていい」。月
刊誌の大人気連載が待望の書籍化。

京極夏彦（著）井上洋介（絵）
東雅夫（編）岩崎書店（発行）

子を産めずに死んだ母の深い悲しみ
が、妖怪「うぶめ」となって、残された
父と息子の前に現れる。京極夏彦と
井上洋介の共著。

廣中直行（著）講談社（出版）

誰の心にもある止められない気持ち
や、欲しくてたまらない気持ちが依存症
の始まり。さまざまな依存症の仕組みと
対策、回復への道のりを分かりやすく
解説します。

斉藤洋（作）宮本えつよし（絵）
講談社（発行）

まちには、怖いお化けがいっぱいいるけ
ど、このお話を読めば大丈夫。大人気
「おばけずかん」シリーズ最新刊。

「曽野綾子の人生相談」

「うぶめ」

「依存症のすべて」

「まちのおばけずかん」

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日　

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑　

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

　

都
島
町
の
龍
峯
寺
跡
に
「
義
烈
塔
」
と
呼
ば
れ

る
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
都
城
島
津
家

の
祖
北ほ

ん
ご
う郷
資す

け
た
だ忠
か
ら
12
代
忠た

だ
よ
し能
に
至
る
間
、
彼
ら

に
仕
え
戦
死
や
殉じ

ゅ
ん
し死
し
た
都
城
島
津
家
の
家
臣

５
０
５
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

幕
府
が
、
欧
米
列
強
の
国
々
か
ら
開
国
を
迫
ら

れ
て
い
た
こ
の
時
期
、
国
内
で
は
災
害
や
一
揆
、

打
ち
こ
わ
し
が
多
発
。
薩
摩
藩
内
に
も
倒
幕
を
目

指
す
武
士
が
現
れ
、
都
城
で
は
「
誠せ

い
ち
ゅ
う
は

忠
派
」
と
呼

ば
れ
る
尊そ

ん
じ
ょ
う
は

攘
派
と
、
守し

ゅ
き
ゅ
う
は

旧
派
が
対
立
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
島
津
久ひ

さ
み
つ光
は
「
幕
府
へ
の
直
接
的
な

行
動
は
藩
を
挙
げ
て
一
体
的
に
行
う
」
と
領
内
に

命
令
を
下
し
た
の
で
す
。

　

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
６
月
、
都
城
島
津
家

家
臣
北
郷
亮り

ょ
う
す
け輔
・
北
郷
十じ

ゅ
う
ろ
う郎
・
龍た

つ
お
か岡
小こ

は
ち
ろ
う

八
郎
の
３

人
が
、
こ
れ
ま
で
都
城
島
津
家
に
仕
え
亡
く
な
っ

た
人
た
ち
の
名
を
刻
ん
だ
大
石
塔
を
造
り
、
家
臣

の
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
を
提
案
。
こ
れ
を
受
け

て
、
久
光
の
娘
婿
で

あ
る
久ひ

さ
な
が静
が
、
同
年

11
月
に
義
烈
塔
を
建

立
し
、
家
臣
の
結
束

を
強
化
し
た
の
で
す
。
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中国の「独身節」
王新（オウシン）さん（中国） 　Vol.２

広報Vol.95

　中国人にとって、奇数はあまり好ましく
ないもので、祝儀には偶数の金額を出すの
が一般的です。友人の結婚には、私はいつ
も 600 元（１万円）を贈りますが、私の給
料にしては痛い金額です。400 元か 500 元
を考えたことがありますが、「４」は「死」
と同じ発音で、また、「５」は奇数だとい
うことで、600 元はやむを得ません。
　だからといって、奇数の組み合わせと
なった 11 月が嫌われているわけでもなく、
逆に、公式ではないものの若者に人気があ
る祝日が 11 月にはあります。それは 11 月
11 日です。中国語では「光

こうこんせつ

棍節（独身節）」
と言って、交際相手のいない独身者のため
の日となっています。同性の友達同士で会
食をしたり、来年は対象外となるよう誓い
合ったりして楽しく過ごす日です。わざわ
ざその日に告白する人もいるようですが、
せりふは「一緒に独身節から脱出しようで
はないか」とのこと。
　告白するか迷っている人、い
つ告白するの？　11 月 11 日で
しょ！
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

① 緑豊かな景観をまちづくりに生かす「都城
市〇〇〇と景観のまちづくり計画」

②不公平感をなくすため、悪質な滞納者には
　タイヤ〇〇〇を実施する場合があります

③地域に開かれた学校「コミュニティ・
　〇〇〇〇の実現を目指します

●
先
日
、
子
ど
も
の
通
う
学
校
で
避
難
訓
練
が
あ
り
ま
し

た
。
理
科
室
な
ど
か
ら
避
難
す
る
訓
練
で
は
、
戸
惑
う

生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
。
訓
練
の
大
切
さ
を
教
え
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
の
意
識
付
け
が
大
切
で
す
ね
。

（
高
城
町
穂
満
坊　

た
く
け
ん
パ
パ
さ
ん
）

●
宮
崎
県
の
防
災
メ
ー
ル
を
２
年
ほ
ど
前
に
登
録
し
ま
し

た
。
火
災
や
防
犯
、
地
震
、
竜
巻
な
ど
多
く
の
情
報
が

得
ら
れ
る
の
で
心
強
い
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
「
も
し
も
の
と
き
」
に
備
え
て
い
ま
す
。

（
早
水
町　

Ｕ
Ｍ
Ｅ
さ
ん
）

●
職
場
で
初
め
て
の
異
動
を
経
験
し
た
私
。
仕
事
は
慣
れ

て
い
た
も
の
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
悩
ん

で
い
た
の
で
、
適
度
に
ス
ト
レ
ス
発
散
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
大
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
で
、
大
声
出
す
ぞ
〜

（
志
比
田
町　

な
る
り
ん
さ
ん
）

●
「
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
喜
び
」
と
い
う
谷
口
さ
ん

の
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
本
当
に
素
晴

ら
し
い
で
す
ね
。
私
も
そ
の
「
喜
び
」
を
感
じ
る
た
め

に
、
何
か
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
姫
城
町　

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
）

●
吉
都
線
全
線
開
業
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。私
の
初
め
て
の
吉
都
線
は
、

小
学
１
年
生
の
時
の
遠
足
で
し
た
。
も
う
少
し
秋
が
深

ま
れ
ば
、
の
ん
び
り
と
乗
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

（
高
木
町　

は
な
子
大
好
き
さ
ん
）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 Vol.95 2013年11月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や11月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません
◎応募締め切り　11月29日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙平成26年１月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎９月号クイズの結果【応募総数42通】
　★正解／①救急　②100　③自由回答
◎９月号当選者　西畑　怜音さん（高木町）
　　　　　　　　吉永　サツ子さん（高城町大井手）

【おいしい地元産豚肉　3,000円相当　１人】
商品提供事業者
金丸ファーム（高崎町）
☎62ｰ3427
高崎町内産の豚肉を
扱っています。しゃぶ
しゃぶなど鍋物にも最
適です。ぜひ、ご賞味
ください。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般800円　高校・大学生600円　中学生以下無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※11月9日㈯までは展示替作業のため休館
◎特別展「魯山人の宇宙」展　12月15日㈰まで
◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「大島畠田遺跡」「近代都城のあゆみ」　
　平成26年１月13日㈪まで
◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※伝承館は、11月26日㈫～29日㈮までは展示替作業の
　ため休館。本宅は、通常通り開館
◎特別展「幕末維新」　11月24日㈰まで
　特別展期間中の都城島津伝承館の観覧料は
　一般300円　高校・大学生250円　中学生200円　小学生150円
◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※11月18日㈪～20日㈬までは薫蒸作業のため休館
◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
          ㊎、㊏、㊗の前日は19:00～22:00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎紙飛行機工作教室　※要予約　
　11月17日㈰　10：00～16：00
　材料費　550円（保険料込み）

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※11月16日～12月15日の日程



平成25年10月1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,806 世帯 （　59） （   308）
人口総数 167,300 人 （   58） （－ 753）
男 78,333 人 （   39） （－ 413）

女 88,967 人 （   19） （－ 340）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

秋 といえば…まず、最初に思いつくのが「食
欲の秋」。都城 盆 地には、野菜やお肉な

どおいしい食材がたくさんあふれています。そ
れらの旬の食材を使ったコーナー「盆地生まれ
の元気をいただきます」では、毎回、市の栄養
士が工夫を凝らし、誰でも簡単に作れるような
メニューを紹介しています。料理が苦手な人で
も身近にある材 料で、短時間で作れるものば
かり。ぜひ、チャレンジしてみませんか。（真）

９月22日から 10 月５日まで山田町一堂ヶ丘公園で、
かかしフェスティバルが開催されました。毎年、

その年の世相を表す、ユニークなかかしが多数出品され
るイベント。今年は、ゆるキャラをイメージしたものや
日本開催が決定した
オリンピックに関す
るものなど 17 体が展
示され、期間中、来
場者の目を楽しませ
ていました。

今年の出来栄えは？

◆編集後記

インフォメーション

今月の表紙

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

も
か

●日時　11月29日㈮
　　　　  開演19:00（開場18:30）
●料金　 全席指定　6,300円
　　　    ※ 未就学児の入場不可

４年ぶりの都城公演！
抜群の歌唱力と観客をとりこにするトーク
をお楽しみに♪

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

森山直太朗
コンサートツアー 2013-14

「自由の限界」

●日時　11月16日㈯　　9:00～12:00
●料金　無料　※事前申し込みが必要

プラザの前のプランターの花植え作
業を一緒にしましょう。講師はガー
デナーの松尾伊津子さんです。
おみやげにハーブと花の寄せ植えを
差し上げます。

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

植栽イベント

第10回花いっぱいになぁれ

イベントカレンダー
（11月16日～12月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

11
月

10日㈰　8：00～11：00
都城ぼんち市【東中町通り】
問　都城商工会議所　☎23-0001

17日㈰　10：00～13：00
がねコンテスト in せきのお
【滝の駅せきのお前広場】
問　都城観光協会　☎23-2460

23日㈯　18：00～20：00
イルミネーション点灯式
【ウエルネス交流プラザ】
問　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

12
月
７日㈯・８日㈰　９：30～
道の駅都城冬まつり【地場産業振興センター】
問　地場産業振興センター　☎38-4561

環霧島エリア

11
月

23日㈯　13：00～16：00
住吉神社の流

や ぶ さ め

鏑馬【住吉神社】
問　曽於市社会教育課　☎099-482-5958

12
月
７日㈯　19：00～
狭野神楽【狭野神社】
問　高原町まちづくり推進課　☎0984-42-2115

高原町

曽於市

テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　①  6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介
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